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的
な
活
動
も
あ
る
が
行
政
主
導
の

避
難
所
も
多
く
、
特
に
４
月
中
は

土
足
等
環
境
面
で
課
題
が
あ
っ

た
。
約
半
数
の
避
難
所
で
被
災
者

リ
ス
ト
や
要
援
護
者
リ
ス
ト
が
な

か
っ
た
。
避
難
所
内
や
仮
設
ト
イ

レ
で
洋
式
が
少
な
く
、
高
齢
者
の

負
担
と
な
っ
た
。
横
浜
市
で
も
地

域
や
行
政
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

⑵
避
難
所
の
運
営
支
援

　

熊
本
市
東
区
の
約
２
０
０
人
が

避
難
す
る
中
学
校
で
、
支
援
物
資

等
の
管
理
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
絡
調
整
、
避
難
者
の
介
護
、
救

急
要
請
等
を
行
っ
た
。
避
難
所
の

特
徴
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
多
く

車
中
泊
の
人
も
い
た
。
避
難
生
活

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
、
被

災
者
同
士
の
け
ん
か
も
発
生
し

た
。
避
難
所
の
運
営
主
体
は
、
地

域
住
民
や
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
っ
た
が
、
特
定
の
方
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
運
営
の

役
割
分
担
に
つ
い
て
話
し
合
う
場

も
設
け
た
。
避
難
生
活
が
長
期
化

す
る
場
合
、
避
難
し
て
い
る
当
事

者
も
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と

に
、
避
難
所
運
営
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

⑶
被
災
者
の
健
康
相
談
、
栄
養
相

談
　

嘉
島
町
町
民
体
育
館
等
で
保
健

師
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
相
談
を
行
っ
た
。
町
民

体
育
館
に
、
当
初
土
足
で
避
難

し
、
そ
の
ま
ま
床
で
寝
る
な
ど
衛

生
面
で
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
町
役
場
職
員
、
自
衛
隊
、
消

防
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

50
名
以
上
が
参
加
し
、「
土
足
禁

止
大
作
戦
」
を
実
施
し
た
。
協
力

的
で
は
な
い
人
も
い
た
が
、
協
力

す
る
人
が
増
え
る
に
つ
れ
、
そ
う

い
っ
た
人
も
協
力
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
他
、
臥
床
し
て
い

る
高
齢
者
の
体
操
参
加
の
促
し
、

炊
き
出
し
や
配
給
事
業
者
へ
の
衛

生
管
理
指
導
、
栄
養
の
偏
り
な
ど

の
食
事
環
境
改
善
指
導
な
ど
を

行
っ
た
。
特
に
衛
生
面
の
指
導

は
、
長
期
に
避
難
生
活
を
行
う
う

え
で
は
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

市
民
の
方
に
も
、
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。

⑷
り
災
証
明
受
付
・
建
築
物
被
害

認
定
調
査

　

熊
本
市
南
区
で
１
日
１
０
０
件

か
ら
２
０
０
件
の
り
災
証
明
受
付

を
実
施
し
た
。
り
災
証
明
に
つ
い

て
は
、
手
続
き
開
始
当
初
、
地
区

ご
と
の
ル
ー
ル
や
様
式
が
成
立

し
、
混
乱
し
て
い
た
。
様
式
や
手

続
き
に
つ
い
て
、
統
一
ル
ー
ル
を

事
前
に
決
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
熊
本
市
で
、
１
日
概

ね
20
件
〜
30
件
程
度
の
建
築
物
被

害
認
定
調
査
を
実
施
し
た
。
具
体

的
に
は
、
被
害
家
屋
に
赴
き
、
目

視
調
査
、
写
真
撮
影
、
実
測
調
査

及
び
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

多
く
の
市
民
が
調
査
の
必
要
性
や

目
的
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、「
理

解
さ
れ
る
」
市
民
広
報
の
必
要
性

を
感
じ
た
。

⑸
応
急
危
険
度
判
定
士
に
よ
る
建

築
物
の
危
険
度
調
査

　

熊
本
市
及
び
益
城
町
で
建
物
の

倒
壊
、
外
壁
等
の
落
下
な
ど
の
二

次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
応
急
危
険

度
判
定
士
に
よ
る
応
急
危
険
度
判

定
調
査
を
実
施
し
た
。
熊
本
県
内

で
調
査
し
た
被
災
建
物
（
約
５
・

７
万
棟
）の
約
６
割
が
要
注
意（
約

１
・
９
万
棟
）
又
は
危
険
（
約
１
・

６
万
棟
）
と
判
定
さ
れ
た
。
市
民

の
方
に
は
、
是
非
、
建
物
の
耐
震

化
を
行
っ
て
欲
し
い
。

⑹
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理

　

益
城
町
で
路
上
な
ど
に
排
出
さ

１

報
告
会
の
趣
旨

　

平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
、
市
民

の
方
に
自
助
・
共
助
に
一
層
取
り

組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

で
、「
熊
本
地
震
派
遣
職
員
報
告

会
」
を
実
施
し
た
。
実
際
に
派
遣

さ
れ
た
職
員
（
報
告
者
）
か
ら
、

被
災
地
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
き
た
か
、
被
災
地
が
ど
の

よ
う
な
状
況
か
等
を
業
務
内
容
ご

と
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
横
浜
市

立
大
学
の
石
川�

永
子�

准
教
授
を

お
招
き
し
、
本
市
の
立
花�

正
人

危
機
管
理
監
及
び
報
告
者
と
熊
本

地
震
を
教
訓
と
し
た
本
市
の
課
題

や
市
民
の
方
の
自
助
・
共
助
に
つ

い
て
座
談
会
を
行
っ
た
。

２

各
報
告
の
内
容
（
※
）

⑴
熊
本
で
の
体
験
談

　

４
月
22
日
か
ら
５
月
15
日
ま
で

熊
本
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
約

３
０
０
か
所
あ
っ
た
避
難
所
の
運

営
・
環
境
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
。
調
査
を
し
て
み
る
と
、
避
難

所
の
運
営
主
体
が
多
様
で
、
自
主

特
集 

《9》 

熊
本
地
震
で
見
い
だ
さ
れ
た
新
た
な
課
題
や
望
ま
れ
る
支
援

② 

レ
ポ
ー
ト
　
熊
本
地
震
派
遣
職
員
報
告
会
の
内
容
を
受
け
て

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

大
矢
　
直

総
務
局
危
機
管
理
室
危
機
管
理
課 

担
当
係
長

執
筆

写真１　報告会の様子写真２　避難所の様子

写真３　土足禁止大作戦
の様子
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れ
て
い
る
災
害
廃
棄
物
の
収
集
及

び
各
家
庭
の
敷
地
や
建
物
内
か
ら

災
害
廃
棄
物
を
持
ち
出
す
「
ふ
れ

あ
い
収
集
」
を
行
っ
た
。
益
城
町

は
、
瓦
屋
根
の
家
で
１
階
が
つ
ぶ

れ
て
し
ま
っ
た
建
物
が
多
く
、
人

海
戦
術
に
よ
る
地
道
な
運
び
出
し

と
積
み
込
み
が
必
要
だ
っ
た
。
特

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
リ
サ
イ
ク
ル

が
可
能
な
た
め
、
他
品
目
と
の
混

入
を
防
ぐ
う
え
で
、
明
示
の
な
い

袋
は
中
身
を
改
め
る
手
間
が
掛

か
っ
た
。
災
害
時
の
廃
棄
物
は
、

分
別
し
た
う
え
で
袋
な
ど
に
明
示

し
て
出
す
と
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
。
大
変
な
状
況
下
に
あ
っ

て
も
、
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

⑺
下
水
道
管
き
ょ
の
被
害
状
況
調

査
　

熊
本
市
で
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
開

閉
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
破
損
状
況
、

下
水
の
流
下
状
況
等
に
つ
い
て
調
査

す
る
１
次
調
査
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
な

ど
を
使
用
し
た
下
水
管
内
部
の
詳

細
な
調
査
を
す
る
２
次
調
査
を

行
っ
た
。
総
延
長
２
，
５
４
４
㎞
の

う
ち
、
１
次
調
査
の
対
象
が
約
１
，

６
４
３
㎞
・
マ
ン
ホ
ー
ル
数
約
５
３
，

５
０
０
基
、
２
次
調
査
の
対
象
が

約
１
１
３
㎞
の
う
ち
、
被
災
し
た

下
水
管
は
52
・
３
㎞
と
全
体
の
約

２
％
だ
っ
た
。
本
市
で
は
、
事
前
の

備
え
と
し
て
地
域
防
災
拠
点
に
下

水
道
直
結
式
仮
設
ト
イ
レ
（
ハマ
ッ

コ
ト
イ
レ
）の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

市
民
の
方
に
は
、
携
帯
ト
イ
レ
の

備
蓄
と
、
地
域
防
災
拠
点
（
ハマ
ッ

コ
ト
イ
レ
）
の
場
所
の
確
認
を
お
願

い
し
た
い
。

⑻
水
道
施
設
の
応
急
復
旧
業
務

　

熊
本
市
、
益
城
町
で
主
に
水
道

管
の
復
旧
業
務
を
行
っ
た
。
地
震

に
よ
り
多
く
の
水
道
管
で
漏
水
が

発
生
し
、熊
本
市
で
は
配
水
管（
水

道
本
管
）
は
発
災
後
５
日
間
程
度

で
概
ね
復
旧
し
た
が
、給
水
管（
引

込
管
）
の
漏
水
修
理
に
は
時
間
を

要
し
た
。
ま
た
、
熊
本
市
や
益
城

町
は
、
豊
富
な
地
下
水
を
水
源
と

し
て
い
た
為
、
浄
水
施
設
に
は
濁

り
を
取
り
除
く
設
備
が
な
く
、
地

震
に
よ
り
生
じ
た
取
水
し
た
水
の

濁
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
市

民
の
方
に
は
、
最
低
３
日
間
の
水

（�

一
人
９
ℓ�

）�

の
備
蓄
は
是
非

行
っ
て
欲
し
い
。

３

座
談
会
（
※
）

監
：
市
民
の
方
は
、
日
ご
ろ
か
ら

発
災
を
想
定
し
て
準
備
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
す
ぐ
に

で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら

体
を
動
か
す
、
飲
ん
で
い
る
薬
を

把
握
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ご
近
所
の
心
配
な
方
を
気

に
留
め
る
、
日
頃
か
ら
挨
拶
を
す

る
な
ど
、
小
さ
な
心
掛
け
が
地
域

の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

報
：
避
難
所
は
狭
く
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
や
子
供
の
泣
き
声
が

気
に
な
る
な
ど
、
精
神
的
に
も
長

期
間
避
難
す
る
の
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
ま
た
、
避
難
所
の
衛
生

面
に
つ
い
て
は
見
逃
し
が
ち
で
あ

る
。
是
非
、
市
民
の
方
も
情
報
を

共
有
し
て
欲
し
い
。

教
：
被
災
し
た
際
に
は
、
多
く
の

都
市
か
ら
応
援
が
来
る
。
熊
本
地

震
で
は
、
避
難
所
運
営
の
際
、
他

都
市
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
た
め
混
乱
し
た
。
横
浜
市
と

し
て
、
他
都
市
を
受
け
入
れ
る
体

制
を
整
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
だ
。

報
：
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
片
づ
け
た
く
な
る
が
、
み

ん
な
が
一
斉
に
道
等
に
出
す
と
収

集
車
が
入
れ
な
く
な
る
。
収
集
場

所
を
決
め
る
な
ど
地
域
で
対
策
を

練
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
災
害

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
分
別
を
徹

底
し
て
ほ
し
い
。
一
つ
の
場
所
に

手
間
が
か
か
る
と
復
旧
が
遅
れ

る
。
始
め
の
出
し
方
で
そ
の
後
の

迅
速
さ
が
変
わ
る
。

監
：
下
水
に
関
し
て
は
、
市
内
の

小
中
学
校
の
約
３
分
の
１
に
ハマ
ッ
コ

ト
イ
レ
の
整
備
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
数
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
に
、
自
宅
で
ト
イ
レ
パ
ッ
ク
な
ど

の
備
え
を
行
う
の
が
大
切
で
あ
る
。

水
道
は
１
か
所
で
も
破
裂
す
る
と

断
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
各
自
の

水
の
備
蓄
と
地
域
の
給
水
訓
練
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
災
害
時

給
水
所
の
場
所
を
各
自
が
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
。

写真４　建築物被害認定調査の様子写真５　ふれあい収集の様子写真６　水道管復旧の様子

４

終
わ
り
に

　

多
く
の
市
民
の
方
が
熱
心
に
メ

モ
を
と
る
な
ど
、
今
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
様

子
が
伺
え
、
大
変
実
り
の
あ
る
報

告
会
に
な
っ
た
。
市
民
の
方
に
は
、

前
述
の
各
報
告
で
あ
が
っ
た
課
題

な
ど
を
認
識
し
、
自
宅
の
耐
震
化
、

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
に
よ
る
家

の
中
の
安
全
確
保
、
水
・
食
料
・

ト
イ
レ
パッ
ク
と
いっ
た
生
活
用
品
の

備
蓄
、
と
いっ
た
今
で
き
る
備
え
を

確
実
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
普
段
の
何
気
な
い
挨
拶
や
地

域
の
集
ま
り
等
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
で
顔
の
見
え
る
関

係
を
構
築
し
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
欲
し
い
。

　

本
市
と
し
て
も
、
熊
本
地
震
の

派
遣
職
員
か
ら
出
た
意
見
や
課
題

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
防

災
・
減
災
に
努
め
て
い
く
。

（
※
）
報
告
者

2　

⑴
横
浜
市
立
大
学�

石
川
永
子
准
教
授

　
　

⑵
総
務
局
行
政
・
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課�

�

齊
藤
達
也
課
長

　
　

⑶�

健
康
福
祉
局
高
齢
在
宅
支
援
課�

�

見
村
め
ぐ
み
係
長

　
　

⑷�

経
済
局
雇
用
労
働
課�

�

奥
津
直
臣
課
長

　
　

⑸
建
築
局
建
築
防
災
課�

�

齋
藤
優
太
職
員

　
　

⑹
資
源
循
環
局
業
務
課�

�

笠
原
勝
課
長
補
佐

　
　

⑺
環
境
創
造
局
管
路
整
備
課�

�

中
村
大
和
係
長

　
　

⑻
水
道
局
洋
光
台
水
道
事
務
所�

�

寺
井
宏
治
課
長

3　

教
：
横
浜
市
立
大
学�

石
川
永
子
准
教
授

　
　

監
：
立
花
正
人
危
機
管
理
監

　
　

報
：
報
告
者




